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目的：温暖化により、将来１～２℃の気温上昇が予測されている中期的な視野に立ち、畜産業に及ぼす影響の解明と適応策の

 
開発を牛、豚、鶏および牧草・飼料作物を対象に総合的に取り組む。
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Ⅰ.夏季では雄で造精機能の

 
減退、精液性状の不良、雌で

 
夏季不妊症が知られているが、

 
温暖化によりこれらの問題が

 
深刻化すると予測される。そ

 
こで、実態調査による国内に

 
顕在する問題点の摘出とパイ

 
ロットスタディとして雌雄畜の

 
夏季不妊の発症に至るメカニ

 
ズムを解明する必要がある。
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課題の効率的かつ効果的な推進のためのﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ
（情報交換、情報発信など相互の課題の連携を推進）
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